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関西腎と薬剤研究会
兵庫ワークショップ

取得単位：日本腎臓病薬物療法学会 1 単位（申請中）
日病薬病院薬学認定薬剤師制度（Ⅲ-1） 1.5 単位（申請中）
日本薬剤師研修センター 1 単位（申請中）

事前講義

「CKD 患者の腎機能評価と服薬指導に必要な情報と
その活用法をいっしょに考えてみよう」

チューター

司会

岩崎 克也 先生 明石医療センター 薬剤部

阪上 淳史 先生 協和マリナホスピタル 薬剤部

高岸 ひろみ 先生 スギ薬局 千里山店

増田 博也 先生 育和会記念病院 薬剤部

森住 誠 先生 大野記念病院 薬剤部

岡田 孝之 先生 西宮敬愛会病院 薬剤部

共催：関西腎と薬剤研究会・兵庫県病院薬剤師会
後援：兵庫県薬剤師会

注意事項

14：05〜14：35

開会挨拶 14：00〜14：05

＜テーマ＞
できることから始めよう！

「CKD 患者の薬物投与設計と療養指導のスキル」

閉会挨拶 16：55〜17：00

グループディスカッション 14：40〜16：50

日 時：2024年 11月 16日（土）14:00〜17:00（現地のみ）

参加費： 1,000 円（定員：65 名、聴講のみ可、事前参加登録制）

会 場：神戸臨床研究情報センター（TRI）
〒 650-0047 神戸市中央区南町港島 1-5-4     

ポートライナー医療センター駅から徒歩 1 分（駅直結）

事前参加登録：2024年 10月 3日（木）開始予定
参加登録締め切り：2024年 11月 14日（木）まで
申し込み方法は「関西腎と薬剤研究会ホームページ」をご確認ください
(右二次元コードからお申込ください。登録・入金後に視聴用 URL が取得できます。）



関西腎と薬剤研究会 兵庫ワークショップの概要

今回のワークショップは以下の内容を予定しています

・CKD は大事なことはわかっているけど、きっかけがなくて踏み出せていない方。

・これから腎臓病薬物療法について頑張って勉強してみようと思っている方。

・腎機能の評価方法が今一つよくわからなくて、モヤモヤしている方。

・日常業務において、CKD 患者への対応に苦慮している方。

＜事前講義の主な内容＞

＜主な参加対象者＞ ＊下記以外の方も大歓迎です

・腎機能評価の必要性

・腎機能評価を行う上での注意点

・中毒性副作用に気をつけるべき腎排泄型薬剤について

・薬剤性腎障害の分類と予防法について

＜グループディスカッションの内容＞

共催：関西腎と薬剤研究会・兵庫県病院薬剤師会
後援：兵庫県薬剤師会

CKD・腎機能評価って難しい、とっつきにくい、そんな印象ありませんか？

そんなイメージを一人でも多くの先生方に払拭していただきたいと思い、

今回のワークショップを企画しました。

日々の業務で限られた時間の中で、必要な情報をいかに速やかに収集して、

腎機能評価・薬物投与設計・療養指導に生かすのか？を考えていきます。

みるポイントは多くありますが、できるところからやっていきましょう。

日々の悩みを共有し、解決の糸口を見つけるきっかけになれば幸いです。

多くの先生方からのご参加をお待ちしています。

【重要】ワークショップに参加される方へお願い
・当日は体調確認の上ご参加ください。体調がすぐれない方（発熱等）は、ご参加をお控えください。
・講演における著作権の問題は，演者に帰属し，関西腎と薬剤研究会は一切の関与をしません。
・ワークショップの録音・録画・画面のスクリーンショットは禁止です。

・症例 1 では腎機能評価と薬物投与設計について議論します。

腎機能を評価するにあたって必要な情報は何か?

腎機能推算式を使用する際に気をつけることは何か？

得られた推算腎機能を薬物投与設計にどう活かしていくのか？

・症例 2 では症例 1 で学んだ腎機能評価を活かして、患者から得られた情報に対し、

どのようにして療養指導に活かすのか、その解決策をグループで議論します。

＜メッセージ＞


